
　
平
成
28
年
度
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比

３・９
％
減
の
８
１
６
億
３
，
０
０
０
万
円
、

一
般
会
計
予
算
は
同
３・
１
％
減
の
４
６
７

億
６
，５
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。限
ら
れ
た

予
算
を
重
点
事
業
に
集
中
し
、
効
果
を
最
大

重
点
事
業
に
予
算
を
集
中
し
、最
大
の
効
果
を

限
に
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
元
気
な
三
原
の
実
現
に
向
け
、
新
長
期
総

合
計
画
で
掲
げ
た
基
本
目
標
に
か
か
る
事
業

を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
地
方
創
生
を
め
ざ
し
た

三
原
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、「
交
流
人
口
の
拡
大
」「
働
く
場
づ

く
り
」「
子
ど
も・子
育
て
充
実
」な
ど
に
重
点

を
置
き
、
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

歳　入
467億円

県支出金
32億円
（6.9%）

地方交付税
104億円  （22.2％）

財産収入
3億円 （0.6%）

  繰入金ほか
8億円 （1.7%）

使用料ほか
15億円 （3.3％）

諸収入
17億円
（3.7％）

地方譲与税　5億円 （1.1%）その他 22億円 （4.6%）

　市債　
 60億円　
（13.0%）

国庫
支出金　
65億円　
（13.8%）

市税
136億円
　（29.1%）

依存
財源
288
　億円
　 （61.6%）

自主財源
　　179
　　　億円
　　　 （38.4
　　　　　%）

　　 その他
　 経費　
  167
 億円　
（35.8
　 ％）

義務的
　　経費
　　  229
　　　億円
　　  （48.9
　　　　％）

歳　出
467億円

維持補修費
5億円 （1.1％） その他

61億円
（13.1％）

  補助費等
 48億円
（10.3％）

物件費
53億円
（11.3％）

普通建設事業費
　71億円
　　　（15.3％）

投資的経費
　71億円
　 （15.3％） 公債費

62億円
（13.3％）

扶助費
87億円
（18.6％）

人件費
80億円　
（17.0％）
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その他 22億円 （4.6%

　
市
の
経
済
は
、
い
ま
だ
景
気
の
回
復
基
調
を

実
感
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
公
表
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
で

は
、
全
国
的
な
人
口
の
減
少
傾
向
が
明
ら
か
と

な
り
、
市
の
人
口
も
約
９
万
６
，０
０
０
人
と
、

合
併
後
維
持
し
て
き
た
10
万
人
を
割
り
込
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
44
年
後
の
平
成
72
年
に
は
約
５

万
３
，０
０
０
人
と
、こ
の
ま
ま
で
は
現
在
の
約

半
数
に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
へ
の
対
策
は
、
取
り
組
み
が
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
的
で
す
。
市
と
し
て
は
よ

り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
関
係
団
体
と
一
丸
と
な
り
、
創
意
工
夫

の
実
践
を
も
っ
て
人
口
減
少
の
流
れ
を
転
換
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
財
政
課　
☎
０
８
４
８・67・６
０
２
８

※
そ
の
他
は
、
利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
、
地
方
特
例
交
付
金
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
で
す
。

※
そ
の
他
は
、
積
立
金
、
出
資
金
、
貸
付
金
、
繰
出
金
で
す
。

重
点
事
業
に
予
算
を
集
中
し
、最
大
の
効
果
を

三原市長　天満祥典

平成28年度
予算

問問い合わせ先
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し
い
三
原
を
つ
く
る
協
働
の
ま
ち

域
の
文
化
と
多
様
な
人
材
を
育
む
ま
ち

【
人
権・男
女
共
同
参
画
】

●
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
事
業

　

.............................

２
５
０
万
円

第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
平
成
29

〜
33
年
）と
女
性
活
躍
推
進
法
の
市
推
進

計
画
を
策
定

　
今
年
度
に
実
施
す
る
重
点
施
策
と
予
算
に
つ
い
て
、長
期
総
合
計
画
で
掲
げ
る
５
つ
の
基

本
目
標
に
基
づ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
教
育
】

●
久
井
小
学
校
プ
ー
ル
整
備
設
計

　

...................................

２
９
０
万
円

簡
易
水
道
の
整
備
に
併
せ
、
久
井
小
学
校
に

プ
ー
ル
を
整
備
。
供
用
開
始
は
平
成
30
年
度

の
予
定

●
第
三
中
学
校
建
設
事
業

　
........................

２
億
２
，９
４
６
万
円

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
棟
の
建
設
、渡
り
廊
下・外
壁

な
ど
の
工
事
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
校
舎
解

体
工
事
な
ど
を
実
施

【
生
涯
学
習
、
文
化・ス
ポ
ー
ツ
】

● 

久
井
公
民
館・
久
井
歴
史
民
俗
資
料
館
移

転
事
業..............
２
億
６
，６
２
３
万
円

久
井
公
民
館
と
久
井
歴
史
民
俗
資
料
館
を
複

平
成
28
年
度 

重
点
施
策
と
予
算

【
元
気
な
地
域
】

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
管
理
事
業

　

........................

９
，３
１
５
万
円

老
朽
化
し
た
八
幡
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ム
を
旧
八
幡
小
学
校
へ
、
羽
倉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
を
旧
羽
倉
保
育
所
へ
そ
れ
ぞ

れ
機
能
移
転

●
空
き
家
活
用
検
討
事
業...

２
１
０
万
円

空
き
家
の
活
用
を
図
る
た
め
、
学
生
な
ど

の
居
住
ニ
ー
ズ
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
活
用
に

関
す
る
調
査
を
実
施

合
施
設
と
し
て
旧
久
井
小
学
校
へ
移
転

● 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
運
営
費
補

助...........................

４
，２
６
５
万
円

中
国
地
方
で
開
催
さ
れ
る
高
校
総
体
で
、
中

央
森
林
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
る
自
転
車
競

技（
ロ
ー
ド
）の
大
会
運
営
を
支
援

【
歴
史・文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
】

●
石
見
神
楽
公
演
の
開
催.............

70
万
円

平
成
29
年
度
に
開
催
す
る
雪
舟
サ
ミ
ッ
ト
三

原
大
会
の
事
前
行
事
と
し
て
石
見
神
楽
公
演

を
開
催

●
三
原
城
跡
周
辺
整
備
事
業

　

........................

１
億
３
，８
７
０
万
円

三
原
城
跡
周
辺
の
公
園
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
堀
の
水
質
向
上
の
た
め
天
主
台
堀
内
の

管
延
長
工
事
と
廃
棄
物
撤
去
工
事
を
実
施

新

地

▲ 牛市など、地域の歴史や文化、暮らしを伝
える久井歴史民俗資料館

▶ 

地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
を
移
転
改
修

▲ 市内で増えている空き家を有効活用す
るための調査を実施（写真は市民団体
による古民家再生のようす）

▲ 公園整備や堀の水質浄化などで、三原城
跡周辺の魅力を向上
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●
新
庁
舎
建
設
事
業

　

....

２
億
８
，２
６
２
万
円

新
庁
舎
建
設
工
事
の
発
注
に

向
け
、
実
施
設
計
、
仮
庁
舎

と
仮
駐
車
場
の
整
備
、
議
会

棟
解
体
な
ど
の
工
事
を
実
施

●
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　

...........

５
，７
１
６
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
に
か
か
る
事

務
を
民
間
委
託
す
る
な
ど
し

て
事
務
を
効
率
化
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
魅
力
あ
る
情
報

を
全
国
に
発
信

【
子
ど
も・子
育
て
】

●
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

..............................

１
，１
０
４
万
円

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
相
談
や
育
児

支
援
を
切
れ
目
な
く
、
一
体
的
に
実
施
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
を
整
備

● 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
事

業...........................

１
，３
２
０
万
円

親
子
や
保
護
者
同
士
の
触
れ
合
い
の
場
を
提

【
商
工
業・サ
ー
ビ
ス
業
】

●
本
郷
地
区
産
業
団
地（
仮
称
）整
備
事
業

　

........................

３
億
３
，４
０
０
万
円

企
業
誘
致
対
策
と
し
て
、
県
と
連
携
し
今
年

度
か
ら
約
５
カ
年
で
本
郷
町
船
木
に
本
郷
地

区
産
業
団
地（
仮
称
）を
整
備

●
商
店
街
振
興
事
業............

６
０
０
万
円

三
原
商
栄
会
連
合
会
と
大
規
模
小
売
店
舗
が

連
携
し
て
整
備
す
る
電
子
マ
ネ
ー
を
活
用
し

た
地
域
循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ポ
イ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
行
を

支
援

【
農
林
水
産
業
】

●
離
島
活
性
化
交
付
金
事
業...

４
０
０
万
円

佐
木
島
か
ら
農
産
物
を
選
果
場
な
ど
へ
輸
送

す
る
た
め
の
海
上
輸
送
費
を
補
助

●
有
機
堆
肥
活
用
支
援
事
業...

１
６
４
万
円

良
質
な
農
産
物
の
生
産
を
推
進
す
る
た
め
、

堆
肥
購
入
費
用
を
補
助

●
新
規
需
要
米
等
生
産
拡
大
支
援
事
業

　

..............................

１
，５
６
０
万
円

米
粉
用
米
の
生
産・販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

企
業
誘
致
の
用
地
と
し
て
旧
神
田
小
学
校
体

育
館
な
ど
を
解
体

● 

非
農
業
者
を
対
象
と
し
た
イ
ノ
シ
シ
防
護

柵
等
設
置
費
補
助............

２
０
０
万
円

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

町
内
会・自
治
会
な
ど
が
設
置
す
る
電
気
柵・

金
網
柵
な
ど
の
資
材
購
入
費
を
補
助

【
観
光・交
流
】

●
歴
史
館（
仮
称
）整
備
事
業

　

..............................

２
，０
０
０
万
円

ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
１
階
に
、
三
原
城
や

小
早
川
隆
景
な
ど
三
原
城
築
城
４
５
０
年
に

関
連
し
た
展
示・体
験
施
設
を
整
備

【
交
流・連
携
基
盤
】

● 

社
会
保
障・税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）事
業................

２
，９
０
０
万
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
各
種
証

明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
す
る
シ
ス
テ
ム
の

設
計・開
発
を
実
施

画の実現に向けて計

や
か
に
暮
ら
せ
る
人
に
優
し
い
ま
ち

健
様
な
産
業
と
多
彩
な
交
流
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち

多

▶ 

市
役
所
本
庁
舎
を
現
在
地
で
建
て

替
え
る
た
め
、
実
施
設
計
や
仮
庁

舎
整
備
な
ど
に
着
手（
イ
ラ
ス
ト
は

完
成
イ
メ
ー
ジ
）

▲ 企業誘致対策として本郷地区産業団地
（仮称）が整備される本郷町船木の山林

▲ 農作物などへのイノシシ被害は田畑だ
けでなく、家庭菜園などまで拡大
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【
消
防・救
急
体
制
の
整
備
】

●
消
防
本
部（
署
）庁
舎
建
設
事
業

　

.......................

５
億
２
，４
２
０
万
円

防
災
拠
点
施
設
で
あ
る
消
防
庁
舎
の
機
能
を

維
持
し
、
災
害
時
の
消
防
力
の
確
保
を
図
る

た
め
、
宮
浦
一
丁
目
に
消
防
本
部（
署
）庁
舎

を
建
設
。
供
用
開
始
は
平
成
29
年
10
月
の
予

定●
消
防
署
久
井
出
張
所
建
設
事
業

　

.......................

１
億
８
，６
９
０
万
円

久
井
町
坂
井
原
に
消
防
署
久
井
出
張
所
を
建

設
し
、
高
規
格
救
急
車
な
ど
を
配
備
。
供
用

開
始
は
平
成
29
年
４
月
の
予
定

【
環
境
】

●
最
終
処
分
場
延
命
化
事
業

　

..............................

５
，４
１
６
万
円

清
掃
工
場
で
発
生
し
た
焼
却
灰
な
ど
を
県
環

境
保
全
公
社(

出
島
処
分
場)

へ
搬
出
し
て
処

分
し
、
最
終
処
分
場
を
延
命
化

【
生
活
基
盤
】

●
市
営
住
宅
整
備
事
業....

３
，４
０
０
万
円

市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
補
修

工
事
や
耐
震
改
修
設
計
を
開
始

●
簡
易
水
道
事
業....
13
億
５
，５
５
５
万
円

久
井・
大
和
地
域
で
簡
易
水
道
の
整
備
を
推

進
。
大
和
地
域
で
一
部
供
用
開
始

供
す
る
と
と
も
に
、
未
就
学
児
を
対
象
に
育

児
相
談
や
有
料
の
一
時
預
か
り
を
実
施

●
不
妊
検
査
費
助
成
事
業............

35
万
円

夫
婦
で
不
妊
検
査
を
受
け
た
費
用
を
助
成

【
健
康・医
療
】

●
薬
局
で
の
糖
尿
病
検
査
事
業

　

...................................

２
０
６
万
円

薬
局
で
糖
尿
病
リ
ス
ク
測
定
を
行
い
、
薬
剤

師
に
よ
る
結
果
説
明
や
特
定
健
診
の
受
診
を

勧
奨

● 

適
正
塩
分
量
推
進
事
業・
糖
尿
病
性
腎
症

重
症
化
予
防
事
業............

４
０
０
万
円

特
定
健
診
の
検
査
項
目
に
、
塩
分
推
定
量
検

査
と
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
を
追
加
し
、

異
常
高
値
の
人
に
保
健
指
導
や
受
診
を
勧
奨

●
周
産
期
医
療
体
制
継
続
等
支
援
事
業

　

...................................

７
７
２
万
円

市
内
の
産
科
医
療
体
制
の
維
持
継
続
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助

【
福
祉・介
護
】

●
介
護
職
員
等
研
修
支
援
事
業

　

...................................

３
０
０
万
円

介
護
職
員
の
人
材
確
保
と
資
質
向
上
、
離
職

防
止
を
図
る
た
め
、
資
格
取
得
者
に
受
講
料

を
助
成

●
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

........................

４
億
６
，９
０
０
万
円

賃
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高

齢
者
な
ど
を
支
援

心
し
て
快
適
・
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

安

▲ 防災・消防力を確保するため新しい消防本部
（署）庁舎を建設

▲ 親子の触れ合いや育児相談の場となる子育てサ
ポートステーションで子育て世代を支援

▲ 最終処分場を延命化するため、ごみの焼却
灰などを県の処分場へ搬出

▶ 

糖
尿
病
の
予
防・
早
期
発
見
の
た
め
、
薬

局
で
リ
ス
ク
測
定
と
薬
剤
師
に
よ
る
結
果

説
明
を
実
施


